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平成27年度一般会計及び特別会計の決算が第３回定例議会で認定されまし

た。一般会計及び特別会計の歳入総額は１７億８５８万８千円、歳出総額１６億２,７９２
万８千円でした。

（単位：千円）

対前年比
H２７決算額区 分

増減率増減額

3.32,32572,500村 税

4.449311,665地 方 譲 与 税

△20.3△1559利 子 割 交 付 金

68.05,09312,579地方消費税交付金

△ 3.0△ 1735,549ゴルフ場利用税交付金

83.29842,166自動車取得税交付金

△ 67.1△ 10853地方特例交付金

△21.4△45165配 当 割 交 付 金

5.69169株式等譲渡所得割交付金

2.517,515705,949地 方 交 付 税

△9.3△2402,329分担金及び負担金

8.34,69561,349使用料及び手数料

19.710,01060,873国 庫 支 出 金

△5.9△5,22282,986県 支 出 金

12.92,09018,274財 産 収 入

600.18,2709,648寄 附 金

193.63,9736,025繰 入 金

△39.8△32,68549,339繰 越 金

95.232,85767,380諸 収 入

81.336,40081,200村 債

7.486,2261,250,257合 計

一般会計 歳入総額 12億5,025万7千円

歳入総額
12億5,025万7千円

村税
5.8％

使用料及び手数料
4.9％

使用料及び手数料
4.9％

財産収入 1.5％

寄附金 0.8％

分担金及び
負担金 0.2％

地方譲与税 0.9％

利子割交付金 0.0％

地方消費税交付金 1.0％ ゴルフ場利用税
交付金0.4％

自動車取得税
交付金0.2％

地方特例交付金 0.0％
配当割交付金 0.0％

株式等譲渡所得割交付金 0.0％

地方交付税 56.5％

国庫支出金 4.9％国庫支出金 4.9％

県支出金
6.6％

村債
6.5％

自主財源
2億8,755万9千円

23％

自主財源
2億8,755万9千円

23％

依存財源
9億6,269万9千円 77％

依存財源
9億6,269万9千円 77％

繰入金 0.5％
繰越金
7.1％

諸収入 5.4％

（単位：千円）主な増減の要因
主 な 要 因増減額区 分

法人税の増2,325村 税

人口の減少緩和対策費の増額、公債費（交付税措置起債残額の減）17,515地 方 交 付 金

コインランドリー使用料585 温泉施設使用料1,8264,695使用料及び手数料

社会保障・税番号制度システム整備費補助金12,443、臨時福祉給付金1,99910,010国 庫 支 出 金

緊急雇用創出事業補助金11,332減、流域育成林整備事業3,200増△5,222県 支 出 金

ふるさと寄附金の増 429件 8,4148,270寄 附 金

臨時財政対策債27,000増、緊急防災事業債5,600増36,400村 債

（単位：千円）基金（貯金）残高
対前年比H２７

決算額
会 計

増減率増減額

6.770,5331,122,811一 般 会 計

10.712,003124,572特 別 会 計

7.182,5361,247,383合 計

（単位：千円）村債（借金）残高
対前年比H26

決算額
H27
決算額

会 計
増減率増減額

△ 2.9△21,249743,540722,291一 般 会 計

△7.2△52,695728,108675,413特 別 会 計

△5.0△73,9441,471,6481,397,704合 計
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災害復旧事業費 0.0％

人件費
12.5％

経常的経費
9億6,847万6千円

81.0％

投資的経費
2億2,613万6千円
18.9％

投資的経費
2億2,613万6千円
18.9％

物件費
25.3％

公債費
9.1％

補助費等
11.2％
補助費等
11.2％

積立金
6.4％

繰出金
13.4％

維持費・扶助費・
投資及び出資金・
貸付金 3.2％ 普通建設事業費

18.9％
普通建設事業費

18.9％

歳出総額
11億9,461万2千円

（単位：千円）

対前年比
H26決算額H27決算額区 分

増減率増減額

△0.4△7418,54118,467議 会 費

18.740,531216,862257,393総 務 費

△3.8△5,418142,212136,794民 生 費

△3.5△4,588130,689126,101衛 生 費

△1.4△16411,76611,602労 働 費

18.918,04095,311113,351農林水産業費

24.838,064153,300191,364商 工 費

73.635,73048,52784,257土 木 費

31.59,96831,61841,586消 防 費

△21.0△27,839132,438104,599教 育 費

△100.0△16,35516,3572災害復旧費

△6.8△7,975117,071109,096公 債 費

7.279,9201,114,6921,194,612合 計

歳出総額
11億9,461万2千円

議会費 1.5％

総務費
21.5％

民生費
11.5%
民生費
11.5%

衛生費
10.6％

労働費 1.0％

農林水産業費
9.5％

商工費
15.9％

土木費
7.1％

消防費 3.5％

教育費
8.8％

災害復旧費 0.0％

公債費
9.1％

（単位：千円）主な増減の要因
主 な 要 因増減額区 分

番号制システム改修委託10,305 公会計データ作成業務委託4,719 財政調整基金積立金47,00040,531総 務 費
診療所繰出金減 水道会計繰出金減（メーター更新終了）△4,588衛 生 費
村有林造成事業17,508 分収造林事業9,028 農業基盤整備促進事業5,47618,040農 林 水 産 業 費
橋梁定期点検委託2,686 久助車庫移転工事21,433 定住促進住宅建設工事18,50335,730土 木 費
体育館・学校設備・教員住宅改修工事終了による減△27,839教 育 費
災害復旧工事なし△16,355災 害 復 旧 費

目的別

（単位：千円）

対前年比
H26決算額H27決算額区 分

増減率増減額

6.89,569139,723149,292人 件 費

△0.0△33302,295302,262物 件 費

18.91,8089,57311,381維 持 費

△22.8△6,50828,52922,021扶 助 費

9.711,802121,441133,243補 助 費 等

△6.8△7,975117,071109,096公 債 費

1.71,26875,29076,558積 立 金

△0.6△924160,387159,463繰 出 金

△1.9△1005,2605,160投資及び出資金・貸付金

63.087,370138,766226,136普通建設事業費

△100.0△ 16,35716,3570災害復旧事業費

7.279,9201,114,6921,194,612合 計

性質別

一般会計 歳出総額 11億9,461万2千円
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（単位：千円）

歳 出歳 入

会 計 名 対前年比
H27決算額

対前年比
H27決算額

増減率増減額増減率増減額

7.279,9191,194,6127.486,2261,250,257一 般 会 計

△7.9△ 8,53198,992△ 7.7△ 9,151109,341国 民 健 康 保 険 特 別 会 計特

別

会

計

△1.1△ 52649,4516.43,61359,956直 営 診 療 所 特 別 会 計

△8.1△ 5,27360,064△ 8.1△ 5,27460,064水 道 事 業 特 別 会 計

△4.7△ 4308,813△ 4.7△ 4308,813後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

40.516,35856,73340.516,35856,734下 水 道 事 業 特 別 会 計

14.414,979119,16411.312,329121,473介 護 保 険 特 別 会 計

4.71,78440,0995.62,21141,949介 護 サ ー ビ ス 特 別 会 計

6.498,2801,627,9287105,8821,708,587合 計

会 計 別 決 算

（単位：％・千円）

説 明H26決算額H27決算額項 目

この数値が１に近いか１を超えるほど財政力が強いと見る。※前３年平均0.100.10財政力指数

一般的に黒字額は、標準財政規模の３～５％が望ましい。4.96.3実質収支比率

財政構造の弾力性を判断する指数、通常70％程度に収まることが妥当。79.373.7経常収支比率

標準的行政水準を維持するために必要な経費に見合う財源。700,775720,850標準財政規模

財 政 指 標 状 況

財政再生
基 準

早期健全化
基 準

説 明比 率指 標

20.0%15.0%
一般会計等の実質赤字の標準財政規模に対す
る比率

―実 質 赤 字 比 率

40.0%20.0%
一般会計、国民健康保険・上下水道等の特別
会計、全ての会計を対象とした実質赤字の標
準財政規模に対する比率

―連結実質赤字比率

35.0%25.0%
標準財政規模に対して、一般会計や上下水道
等の公営企業会計、全ての会計が負担する実
質的な公債費（元利償還金）の比率

10.5%実 質 公 債 費 比 率

―350.0%
一般会計等が、将来負担すべき実質的な負債
（上下水道等の公営企業会計を含む）の標準
財政規模に対する比率

―将 来 負 担 比 率

財政健全化判断比率

経営健全化基準下水道事業特別会計簡易水道特別会計指 標

20.0――資金不足比率

※実質赤字比率、連結実質赤字比率について、それぞれ赤字額がありませんでした。

※両会計とも資金不足額がありませんでした。
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狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭
狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭
狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭
狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭
狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭
狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭
狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭
狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭
狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭

議

会

だ

よ

議

会

だ

よ

りり

売
木
村
議
会
定
例
会

੥
ئ
⎁
௠
৘

平
成
28
年
第
三
回
売
木
村
議
会

定
例
会
が
、
９
月
８
日
か
ら
15
日

ま
で
の
８
日
間
の
会
期
と
し
て
開

会
さ
れ
ま
し
た
。
付
議
事
件
38
件

が
上
程
さ
れ
、
全
議
案
原
案
ど
お

り
可
決
・
認
定
・
同
意
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。平

成
２７
年
度
一
般
会
計
、
特
別

会
計
（
７
会
計
）
の
決
算
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
決
算
内
容
は
Ｐ
２
～
４
の
と

お
り
で
す
。

上
げ
を
受
け
、
建
設
労
働
者
の

適
正
賃
金
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
を
求
め
る
請
願
書
に
つ
い

て
④
所
得
税
法
第
５６
条
の
廃
止
を
求

め
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る
陳

情
書
に
つ
い
て

⑤
奨
学
金
制
度
の
充
実
等
を
求
め

る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳

情
書
に
つ
い
て

⑥
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
情
報
開
示
の

徹
底
と
持
続
可
能
な
農
業
経
営

の
実
現
に
向
け
た
農
業
政
策
の

確
立
を
求
め
る
陳
情
書
に
つ
い

て
①
物
損
事
故
に
係
る
損
害
賠
償
の

額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
停
車
中
の
車
に
衝
突
し
損
害
を

与
え
た
賠
償
）

②
平
成
２７
年
度
決
算
に
係
る
健
全

化
判
断
比
率
等
の
報
告
に
つ
い

て

①
複
式
学
級
の
編
制
基
準
の
改
善
、

教
職
員
定
数
増
を
求
め
る
意
見

書
提
出
に
関
す
る
請
願
書
に
つ

い
て

②
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
を
求
め
る
請
願
書
に
つ
い

て
③
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
引
き

ใ

ࠂ

①
売
木
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

৚

ྫ

（
日
台
間
に
お
け
る
租
税
取
決
め

の
内
容
の
実
施
に
係
る
国
内
法

の
整
備
に
伴
い
、
住
民
税
に
お

い
て
配
当
等
に
対
す
る
一
部
軽

減
の
創
設
）

②
売
木
村
行
政
不
服
審
査
会
条
例

の
廃
止
に
つ
い
て

（
行
政
不
服
審
査
に
係
る
事
務
を

下
伊
那
郡
共
同
で
実
施
す
る
こ

と
に
よ
る
、
売
木
村
行
政
不
服

審
査
会
の
廃
止
）

③
売
木
村
行
政
不
服
審
査
法
の
規

定
に
よ
る
提
出
資
料
等
の
写
し

等
の
交
付
に
係
る
手
数
料
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

（
売
木
村
行
政
不
服
審
査
会
の

廃
止
に
伴
い
、
審
理
す
る
機
関

を
下
伊
那
郡
総
合
事
務
組
合
に

改
め
る
。）

④
売
木
村
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
係
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

（
売
木
村
行
政
不
服
審
査
会
の

廃
止
に
伴
い
、
行
政
不
服
審
査

会
委
員
の
報
酬
を
削
除
す
る
）

⑤
売
木
村
地
域
の
健
全
な
発
展
と

調
和
の
と
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
の
促
進
に
関
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

（
村
内
で
一
定
以
上
の
規
模
の
太

陽
光
発
電
等
設
置
す
る
事
業
者

は
、
村
へ
の
届
出
と
地
域
住
民

に
対
す
る
説
明
会
が
義
務
付
け

ら
れ
る
）

①
複
式
学
級
の
編
制
基
準
の
改
善
、

教
職
員
定
数
増
を
求
め
る
意
見

書
に
つ
い
て

②
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い

て
③
奨
学
金
制
度
の
充
実
等
を
求
め

る
意
見
書
に
つ
い
て

④
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
情
報
開
示
の

徹
底
と
持
続
可
能
な
農
業
経
営

の
実
現
に
向
け
た
農
業
政
策
の

確
立
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い

て
※
意
見
書
４
件
に
つ
い
て
は
、
国

の
関
係
機
関
に
９
月
１５
日
付
け

送
付
し
ま
し
た
。）

ൃ

ٞ

①
平
成
２８
年
度
売
木
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い

て
（
５
２
、２
４
９
千
円
増
額
）

（
庁
舎
耐
震
化
工
事
５
、８
２
０

千
円
、
特
産
品
加
工
施
設
整
備

費
５
、０
０
０
千
円
、村
道
上
手

開
土
線
改
良
工
事
６
、２
９
０

千
円
、減
債
基
金
積
立
金
２
２
、

７
０
０
千
円
ほ
か
追
加
）

②
平
成
２８
年
度
売
木
村
国
民
健
康

ิ
ਖ਼
༧
ࢉ

保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い

て
（
３
２
９
千
円
増
額
）

（
職
員
人
事
異
動
に
よ
る
給
与
費

減
△
４
７
９
千
円
、
国
庫
負
担

金
の
実
績
に
伴
う
返
還
金
８
２

８
千
円
）

③
平
成
２８
年
度
売
木
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
（
直
診
勘
定
）

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い

て
（
５
７
２
千
円
増
額
）（
繰

越
金
ほ
か
）

④
平
成
２８
年
度
売
木
村
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

に
つ
い
て
（
１
、３
０
４
千
円

減
額
）（
職
員
人
事
異
動
に
よ

る
給
与
費
減
ほ
か
）

⑤
平
成
２８
年
度
売
木
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て
（
３
千

円
増
額
）（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
印

刷
費
増
額
）

⑥
平
成
２８
年
度
売
木
村
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て
（
２
１
１
千
円

増
額
）（
過
年
度
分
使
用
料
２
１

１
千
円
増
額
）

⑦
平
成
２８
年
度
売
木
村
介
護
保
険

特
別
会
計
（
保
険
事
業
勘
定
）

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い

て
（
１
、９
５
１
千
円
増
額
）

（
２７
年
度
介
護
給
付
費
の
実
績

に
伴
う
返
還
金
９
６
７
千
円
、

繰
越
金
ほ
か
）
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５
番

後
藤
一
夫
議
員

①
ふ
る
さ
と
館
の
案
内
看
板
が
見

え
に
く
い
。
ま
た
、
売
木
村
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
に
は
も
う
一
つ

観
光
案
内
所
の
看
板
も
必
要
で

は
な
い
か
、
村
長
の
考
え
を
お

聞
き
し
た
い
。

村
長
答
弁

私
も
村
長
就
任
以
来
、
売
木
村

を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
売

木
村
っ
て
ど
こ
に
あ
る
の
！
か

ら
始
め
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
マ
ス
コ
ミ
に
は
こ
ち
ら
か

ら
情
報
提
供
し
て
新
聞
に
取
り

上
げ
て
頂
く
、
時
に
は
ラ
ジ
オ

放
送
に
出
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

と
に
か
く
村
を
知
っ
て
頂
き
行
っ

て
見
た
く
な
る
村
に
な
る
よ
う

に
努
め
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
で
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
の
活

躍
で
「
走
る
村
う
る
ぎ
」
の
名

前
も
全
国
的
に
知
っ
て
頂
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
大

勢
の
皆
さ
ん
が
村
に
訪
れ
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

中
京
、
東
海
方
面
か
ら
村
に
来

Ұ
ൠ
࣭
໰

て
頂
い
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、
近

く
に
こ
ん
な
に
の
ど
か
で
癒
さ

れ
る
村
が
あ
っ
た
の
か
？
と
言

う
好
印
象
の
話
を
よ
く
聞
き
ま

す
。
そ
れ
は
村
民
の
皆
さ
ん
が

来
訪
者
を
暖
か
く
迎
え
て
頂
い

て
い
る
お
蔭
と
感
謝
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

看
板
は
平
成
１３
年
、

１３

１４
年
当
時

の
看
板
で
あ
り
ま
す
の
で
、
村

内
全
体
の
看
板
を
見
直
し
て
更

新
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
館
の
看
板

に
つ
き
ま
し
て
は
、
ふ
る
さ
と

館
を
年
度
内
に
道
の
駅
と
し
て

の
申
請
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

道
の
駅
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
す

と
、
看
板
等
も
変
え
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
そ
の
時
点
で
考
え
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

３
番

小
林
智
臣
議
員

①
村
道
１７
号
線
及
び
村
道
栗
矢
沢

線
の
改
良
予
定
が
あ
る
が
、
そ

の
幹
線
で
あ
る
県
道
大
平
山
松

葉
線
の
幅
員
が
狭
く
、
ま
た
県

外
車
の
通
行
が
多
く
、
地
元
住

民
は
大
変
危
険
を
感
じ
て
お
り
、

県
道
の
改
良
予
定
が
あ
る
か
お

聞
き
し
た
い
。

②
山
林
作
業
道
等
一
斉
補
修
の
施

業
地
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と

聞
き
ま
す
。
ま
た
、
受
益
者
の

高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
の

で
現
在
、
４０
ｍ
の
資
材
配
布
を

５０
ｍ
に
増
や
す
こ
と
が
で
き
な

い
か
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

村
長
答
弁

①
こ
の
県
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
道
１
５
１
号
新
野
峠
バ
イ
パ

ス
の
改
良
に
伴
い
、
ス
ム
ー
ズ

な
取
付
道
路
を
要
望
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
全
線
に
わ
た
る
改

良
要
望
と
い
う
の
は
効
果
が
薄

れ
る
と
い
う
点
も
あ
り
、
ア
ク

セ
ス
道
路
の
確
保
を
重
点
に
要

望
し
て
き
ま
し
た
。

新
野
峠
バ
イ
パ
ス
工
事
も
１０
月

末
供
用
開
始
の
予
定
で
工
事
も

進
ん
で
お
り
、
ア
ク
セ
ス
道
路

に
つ
き
ま
し
て
も
１
５
１
号
新

野
側
か
ら
の
国
道
が
、
県
道
大

平
山
松
葉
線
と
な
り
、
こ
の
区

間
の
要
望
は
一
区
切
り
か
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
県
と
し
て
は
ア

ク
セ
ス
区
間
の
整
備
を
優
先
し

て
行
い
、
引
き
続
き
県
道
の
危

険
個
所
の
解
消
等
に
着
手
す
る

よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

村
と
し
て
も
村
道
改
良
と
の
連

携
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
を
念

頭
に
、
重
点
区
域
を
設
定
し
て

県
へ
の
提
言
要
望
活
動
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

②
平
成
１２
年
度
か
ら
３
年
継
続
路

線
は
１
年
休
ん
で
頂
く
、
ま
た

１
路
線
砕
石
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

は
幅
員
３
ｍ
で
延
長
４０
ｍ
、

４０

１２

㎥
を
限
度
と
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
へ
き
て
関
係
各
位

の
ご
尽
力
に
よ
り
事
業
が
完
了

し
た
路
線
も
出
て
き
て
お
り
、

ま
た
路
線
関
係
者
の
高
齢
化
も

影
響
し
て
事
業
実
施
希
望
が
減

少
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

５
年
前
の
平
成
２３
年
当
時
は

２３

１７

路
線
で
予
算
が
３
８
７
万
円
で

あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
２５
年
は

１２
路
線
と
減
っ
て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
状
況
か
ら
平
成
２５
年
度

か
ら
は
４
年
目
で
あ
っ
て
も
予

算
の
範
囲
内
で
資
材
が
支
給
で

き
れ
ば
事
業
を
認
め
る
こ
と
と

し
て
き
て
お
り
ま
す
。

作
業
を
行
う
人
も
高
齢
に
な
ら

れ
て
お
り
、
以
前
と
は
状
況
も

変
わ
っ
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、

作
業
が
で
き
る
う
ち
に
舗
装
の

延
長
を
伸
ば
す
な
ど
で
き
る
だ

け
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

資
材
支
給
の
申
し
合
わ
せ
基
準

は
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

が
、
現
状
を
考
え
ま
す
と
見
直

し
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。
議
会
常
任
委
員

会
の
皆
さ
ん
と
協
議
を
し
て
事

業
進
捗
に
当
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

７
番

中
山
英
二
議
員

村
の
抱
え
る
諸
問
題
、
村
の
将

来
像
等
、
村
民
が
意
見
を
出
せ

る
機
会
を
多
く
作
る
た
め
、
月

に
一
度
の
車
座
集
会
を
提
案
し

ま
す
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
な
く
、

村
民
全
員
で
考
え
る
村
づ
く
り
、

意
見
が
出
し
易
い
雰
囲
気
と
話

の
進
め
方
の
工
夫
、
村
民
の
知

恵
を
総
結
集
し
村
政
に
生
か
す
、

話
し
合
い
の
機
会
を
多
く
持
つ

こ
と
に
よ
り
村
に
活
気
を
起
こ

す
と
思
い
ま
す
。

村
長
答
弁

村
長
就
任
以
来
、集
落
懇
談
会
、

村
政
懇
談
会
等
を
開
催
し
て
き

ま
し
た
が
、
そ
こ
に
出
て
い
た

だ
け
る
皆
さ
ん
も
同
じ
顔
ぶ
れ

が
多
く
、
村
が
呼
び
か
け
て
す

る
懇
談
会
は
村
か
ら
の
事
業
説

明
、
予
算
説
明
な
ど
一
方
的
な

話
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
意
見
の
出
し
易
い
雰
囲
気

で
は
な
い
と
は
思
っ
て
お
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
こ
れ
で
継
続
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

そ
ん
な
中
、
昨
年
よ
り
愛
知
大

学
の
皆
さ
ん
に
こ
れ
か
ら
の
村

づ
く
り
の
研
究
を
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
ズ
ク
会
議
が
立
ち

上
が
り
ま
し
た
。
役
場
の
若
い

職
員
、
村
の
次
代
を
担
う
若
い

皆
さ
ん
に
集
ま
っ
て
こ
れ
か
ら

⑧
平
成
２８
年
度
売
木
村
介
護
保
険

特
別
会
計
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
勘
定
）
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て
（
繰
越
金
に
伴
う
財

源
振
替
）
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ふ
る
さ
と
寄
附
金
を

頂
き
ま
し
た

平
成
２８
年
７
月
か
ら
９
月
ま
で

の
間
に
次
の
方
々
か
ら
ふ
る
さ
と

寄
附
金
を
頂
き
ま
し
た
。
寄
附
金

は
い
っ
た
ん
基
金
に
積
み
立
て
、

こ
れ
か
ら
の
村
づ
く
り
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

の
村
づ
く
り
の
会
議
を
進
め
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
将
来

を
見
据
え
て
活
発
な
意
見
交
換

を
し
て
い
た
だ
き
、
若
い
皆
さ

ん
が
考
え
る
将
来
像
が
見
え
て

く
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

意
見
の
出
し
易
い
場
を
作
っ
て

い
く
の
は
村
主
導
と
い
う
の
で

は
な
く
、
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て

話
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
私
を
始

め
職
員
を
呼
ん
で
い
た
だ
け
る

の
が
一
番
か
と
思
っ
て
お
り
、

前
々
か
ら
日
程
さ
え
合
え
ば
出

て
い
く
用
意
は
あ
り
ま
す
と
言
っ

て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
村

民
の
思
い
が
気
楽
に
話
し
合
え

る
そ
ん
な
雰
囲
気
の
会
の
も
ち

方
に
つ
い
て
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

଴ͪؒ࣌の୹ॖとαʔϏε্޲を໨͠ࢦて༧໿૬ஊをߦって͓Γますɻ

日本年間機構では、お客様からの年金相談をより丁寧で効率的に対応していくため、平成28年10月から全
国の年金事務所で現行の年金相談の予約制を拡充し、お客様に利用しやすい環境を整備することとしています。

飯田年金事務所では、平成28年９月から下記のとおり年金相談の予約制を実施しています。

１．予約の申し込み方法
◇ご予約は、相談希望日１ヵ月前から予約相談の前日の午前中までお電話、又は年金相談窓口でお受けいた

しております。

★電話番号 ０２６５−２２−３６４１ 飯田年金事務所 お客様相談室
＊音声ガイダンスが流れ、最初に「１」を押していただき、続けて「２」を押していただくと、お客

様相談室につながります。

◇ご予約を受け付ける際には、相談者及び配偶者氏名、基礎年金番号、電話番号、相談内容等についてご確
認させていただきます。

２．予約時間帯
◇月曜日～金曜日 ８：３０～１６：００
＊予約状況により、ご希望の日時を調整させていただく場合がありますので、あらかじめご了承願います。

３．その他
年金相談にお越しの際は、年金手帳（基礎年金番号通知書）、年金証書、振込通知書などの他、相談者本人

であることを確認できるものをご持参のうえ、予約時間までにお越しいただき総合案内の者にお申し出くださ
い。

◇代理の方がご相談に来られる際には、委任状が必要となります。
◇ご都合により来所できない場合には、事前にご連絡をお願いします。

೔ຊ೥͔ۚߏػΒͷ͓஌Βͤ

個
人
か
ら

毛
利

徳

様
（
東
海
市
）

加
藤

務

様
（
豊
橋
市
）

滝
井

敦
子

様
（
焼
津
市
）

滝
井

洋
一

様
（
焼
津
市
）

小
野
三
恵
子

様
（
中
川
区
）

鶴
間

俊
彦

様
（
横
浜
市
）

岡
本

和
之

様
（
豊
川
市
）

清
水

良
信

様
（
東
大
阪
市
）

安
井

祥
人

様
（
京
都
府
）

安
井
み
さ
き

様
（
京
都
府
）

鳥
居

真
生

様
（
春
日
井
市
）

法
人
か
ら

山
岡
石
材
工
業

様

飯
田
水
晶
山
温
泉
ラ
ン
ド

様

か
ぶ
ち
ゃ
ん
フ
ァ
ー
ム

様

丹
羽
コ
ル
ク
興
業

様

株
式
会
社

飯
伊

様

株
式
会
社

Ｊ
Ｔ
Ｎ

様

積
水
ハ
ウ
ス

浜
松
支
店

様

プ
ラ
チ
ナ
万
年
筆

様

匿
名
希
望
の
方

４１
名

お
名
前
の
公
表
を
希
望
さ
れ
な

い
方
も
お
見
え
に
な
り
ま
す
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
合
計
額
は

１
４
、５
０
０
千
円
に
な
り
ま
し

た
。
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目的 再生可能エネルギー（太陽光、風力、水力など）を利用した事業は村、事業者、近隣の住民の方々の密接
な連携のもと、自然環境、防災及び景観などに十分に配慮し適正に行わなければならないものです。

条例の内容
村の区域内で再生可能エネルギー設備の設置をしようとする事業者は、事前に村へ届出が必要になります。届出

をした事業者は公開による説明会を村内に周知し開催してもらいます。説明会の結果により計画通り実施するか、
変更が必要になるか変わってきます。説明会の内容は村へも報告してもらいます。

あなたは自分の身体のことを知っていますか？
日本人の死因の約３割はメタボリックシンドロームをはじめとする生活習慣病による

ものです。

毎日の生活習慣の積重ねが大切であり、健診受診と生活習慣改善で予防できる病気です。

また特定健診は、生活習慣に着目した健診ですので、年に１回は受けて自分の身体と向き合いましょう！！

売木村の健診や血液検査の結果を見ると、病院に受診し服薬を続けている方でも、上手くコントロールできてい

ない方が多くみられます。薬を飲んでいれば良いだけでなく、定期的な血液検査を受け、食生活などの生活習慣に

ついて振り返り、改善することが大切です。

生活習慣病は、初期には特別な症状が現れないことが多く、気づい
たときには重症化していることもあります。

今年度まだ健診を受けていない方、ぜひこの機会に健診を受けま

しょう。４０～７４歳以下の国保の方で受けられる方は、役場 保健師

（TEL２８−２３１１）までお問合せください。

再生可能エネルギー事業の

開発行為届出

説明会結果報告

開発行為届出

開発基本協定

総
合
開
発
審
議

事

業

者

地
域
住
民

村 説明会

諮問

答申

意見を反映

売木村地域の健全な発展と調和のとれた再生可能エネルギー事業の
促進に関する条例が施行されました

売木村地域の健全な発展と調和のとれた再生可能エネルギー事業の
促進に関する条例が施行されました

売木村地域の健全な発展と調和のとれた再生可能エネルギー事業の
促進に関する条例が施行されました
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マイクロバス更新費用の内、１００万円分をふるさと寄附

金により支出しました。様々な村の活動に利用します。

「学校給食用スチームオーブン」購入費用の内１００万
円分をふるさと寄附金より支出しました。温かい料理
はもちろん、今まで購入していたパンもこれで賄えな
いか検討しています。
今後もうるぎっ子のために寄附金を活用させてもら
います。

人権擁護委員は日頃

から人権に関する相談

を受付けるほか、特設

人権相談所の開設や街

頭啓発など人権に関す

る啓発を行うとともに、

人権を守るために活動

します。

台風１６号により被災した村道４２号アテビ線の路肩復旧を北沢建設株式

会社に地域貢献事業で実施していただきました。

˔ ˔ ˔ ˔ ˔࿑ಇ૬ஊɾݸผ࿑ಇฆ૪ͷ͋ͬͤΜ˔ ˔ ˔ ˔ ˔

長野県労働委員会では、労働者個人と事業主の間で起きたトラブルを解決するための労働相談やあっせんを行っ
ています。労働問題の専門家が公正・中立な立場で問題解決に向けてサポートします。どなたでも無料で利用でき
ます。また、相談内容やあっせんの秘密は守られますので、お気軽にご利用ください。
１．労働相談・あっせんの内容

・雇用や労働条件 ・突然の解雇 ・パワハラ 等
２．相談方法 お近くの県労政事務所へご相談ください。
東信労政事務所（上田合同庁舎内）TEL:０２６８−２５−７１４４・南信労政事務所（伊那合同庁舎内）TEL:０２６５−７６−６８３３
中信労政事務所（松本合同庁舎内）TEL:０２６３−４０−１９３６・北信労政事務所（長野合同庁舎内）TEL:０２６−２３４−９５３２

お問い合せ先 労働委員会事務局 ☎０２６−２３５−７４６８

人
権
擁
護
委
員
に

村
松
松
美
さ
ん
委
嘱
（
７
月
１
日
付
）

災
害
復
旧
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
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10
月
9
日

う
る
ぎ
ト
ラ
イ
ア
ル
ラ
ン

うるぎトライアルランが開催されま

した。２００名あまりのランナーが売木

村内を疾走しました。

10
月
10

16
日

わ
ん
ぱ
く
相
撲

今回もうるぎの小学生力士が大活躍

でした。

9
月
4
日

う
る
ぎ
星
の
森
音
楽
祭

～もう一度木と暮らそう～ をテー

マにPaix２（ぺぺ）をはじめ様々なアー

ティストが出演。

10
月
10

15
日

敬

老

会

ぶなの木にて敬老会開催。昨年度好

評につき今年度も実施し多くの方に楽

しんでいただきました。

伊
東

勝
（
副
村
長
）

１０月１日より、副村長を再
び務めさせていただくこと
になりました。２期目の村
政、今後の売木村の発展の
ために精一杯頑張って勤め
ていきたいと思います。

8
月
18
日

東
邦
大
学
コ
ン
サ
ー
ト

恒例となった東邦大学コンサートが

今年もぶなの木にて行われました。

8
月
1
日

環
境
整
備
作
業

多くのみなさんにご参加いただきあ

りがとうございました。

渡
邉（
重
見
）
高
好
（
採
用
）

村の職員としてふさわしい

人間になれるよう努力し、

村のために頑張ります！

黍
嶋

久
好
（
愛
知
大
学
）

愛知大学・三遠南信地域連携研
究センターの黍嶋久好です。総務
省の地域力創造アドバイザーを
拝命し、売木村で“ずく”を出して
まいりたいと思いますので、お声
かけをお願いいたします。

（
異
動
）住
民
課
長

大
石
和
彦
（
総
務
課
）

（

）は
前
任

ਓ
ࣄ

職
員
紹
介

１０
月
１
日
付
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